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第１章 落札者決定基準書の位置づけ 
本基準書は、長岡市（以下「本市」という。）が、道の駅「ながおか花火館（仮称）」整

備事業（以下「本事業」という。）の落札者を決定するにあたり、最も優れた提案者を選定

するための方法や評価基準等を定めたものである。  

  

第２章 落札者の決定方法 
１．決定方法の概要 
本事業を実施する民間事業者（以下「事業者」という。）には、施設の設計・建設の専門

的な知識やノウハウが求められる。落札者の決定にあたっては、入札参加希望者から提出さ

れた技術資料及び入札価格の総合的な評価結果に基づき、落札者を決定する総合評価落札

方式を採用する。 

審査は、入札参加希望者の資格、実績等の有無を審査する「資格審査」と、入札参加者の

技術提案書等の内容等を審査する「本審査」の二段階に分けて実施する。資格審査における

審査は、本審査のための提案を提出できる有資格者を選定するためのものであり、資格審査

の結果は本審査に影響しない。 

 

２．落札者の決定体制 
本市が落札者を決定するにあたり、透明性を確保するとともに、専門的知見に基づき公正

かつ適正に落札者を選定するため、学識経験者及び市職員で構成する「長岡市ＰＦＩ事業等

事業者選定委員会ながおか花火館（仮称）整備事業部会」（以下「部会」という。）を設置

する。 

部会は、各入札参加者より提出された技術提案書等について、本書に基づく評価を行い、

これを受けて本市は、総合評価落札方式により落札者を決定する。 
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第３章 審査の手順 
審査の手順は以下のとおりとする。 

 

 
 
  

入札参加資格確認申請書 

 の提出 

技術資料の確認 

資格審査 

本審査 

仮契約の締結 

議会の議決（本契約の締結） 

技術資料及び入札書の提出 

入札公告 

入札参加資格の 
審査 

総合評価点の算出 

（低入札価格調査） 

入札書の確認 

技術資料の審査 

落札者の決定 

失格 

無効 

失格 

資格要件不備 

書類不備 

予定価格超過 
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第４章 審査方法 
１．資格審査 

入札参加希望者から提出された特定共同企業体入札参加資格確認申請書に基づき、入

札参加資格の有無について審査を行う。入札参加資格要件を満たさない場合は、失格とす

る。 

 

２．本審査 

（１）技術資料の確認 

入札参加希望者から提出された技術資料に記載された内容を確認する。入札参加資格

審査において、資格要件を満たしている場合であっても、必要書類の不足や指定した様式

に基づいた構成に適合していない場合は、失格とする場合がある。  
 

（２）入札書の確認 

入札価格が予定価格を超える場合は、無効とする。ただし、全者が予定価格を超える場

合は、無効とせず、再入札を行う。  
 

（３）総合評価 

①総合評価点の算定方法 

総合評価点は、入札書が無効でない者及び予定価格の制限の範囲内で入札した者に

ついて、次の算定式により算定する。

 
また、本事業における配点は、価格評価点 80 点、技術評価点 120 点とする。  

 

②価格評価点の算定方法 

価格評価点は、次の算定式により算定する。

 
なお、最低価格とは、入札参加者が入札した価格のうち、有効な最低価格をいう。  

 

③技術評価点の算定方法 

技術評価点は、入札参加者が提出した技術資料により、表１の評価項目及び配点に基

づいて算定した評価点の合計とする。 
また、評価項目ごとに表２に定めるＡからＥまでの５段階で評価の上、点数化し、各

項目の当該評価点の合計を技術評価点とする。  
 

総合評価点＝価格評価点＋技術評価点（加算方式）  

価格評価点＝配点×最低価格／入札価格（小数点以下第３位を四捨五入する。） 
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表１  評価項目及び配点 

評価項目 評価の視点 配点 

技

術

提

案 

施設全体 

計画 

施設配置 

計画 

施設の配置計画に関して、広場や国が整備す

る簡易パーキングエリア（トイレ・情報発信

施設）機能も含めた施設全体の回遊性や賑わ

い創出、また、利用者が円滑かつ快適に利用

できるか等の視点から総合的に評価する。 

25 

55
安全性へ 

の配慮 

災害時に対する建築物の形状、仕上げ等の安

全性確保について評価する。 
10 

周辺環境 

との調和 

周辺環境や景観に配慮した施設計画の適切

性について評価する。 
10 

環境負荷 

低減 

工法や使用材料などについて、長寿命、適正

使用・適正処理及びエコマテリアルや工事施

工における取り組みについて評価する。 

10 

花火館 

長岡花火の魅力を発信する映像・音響設備及

び室内計画（床形式、客席）について、通年

で集客を図れるか等の視点から評価する。 

また、施設利用者が円滑かつ快適に利用でき

る動線計画や、一時避難所開設時のスペース

活用等の事業者提案について評価する。 

45 45

地域貢献 
地元企業、地元資材等の活用に関する取り組

みについて評価する。 
20 20

計 120 
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表２ 評価項目の判断基準及び点数化方法 

評価 判断基準 点数化方法 

Ａ 当該評価項目において特に優れている   配点×1.00 

Ｂ ＡとＣの中間程度である 配点×0.75 

Ｃ 当該評価項目において優れている 配点×0.50 

Ｄ ＣとＥの中間程度である 配点×0.25 

Ｅ 当該要求水準を満たす程度である 配点×0.00 

（小数第２位まで） 

 

 

３．落札者の決定 

総合評価点の最も高い者（以下「落札候補者」という。）を落札者とする。 
この場合において、落札候補者が２人以上あるときは、くじにより落札者を決定する。 
なお、落札候補者の入札価格が調査基準価格（予定価格に100分の70を乗じて得た額）

に満たない場合は、長岡市建設工事低入札価格調査取扱試行要領に定める調査を実施す

る。 
 
 
４．応募者が一者であった場合の取扱い 

  応募者が一者であった場合でも、本基準書に従い提案書等の審査を行い、提案内容が要

求水準を満たし、部会が適当と判断した場合、その事業者を落札候補者として決定する。 

 
 


